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　北方領土問題。それは日本が抱えるロシア連邦との問題です。私は中学二年生の社会の授業で
このことを知りました。
　日本とロシア連邦は、北方領土は自国のものであると、さまざまな主張をしています。たとえ
ば日本は、北方領土は北海道の納沙布岬からわずか 3.7 ㎞のところにあることや、平和条約締結交
渉は継続していて日露間で第二次世界大戦の結果は確定していないこと、北方領土は先祖が眠る
島であることなどを主張しています。また、ロシア連邦は第二次世界大戦の結果、北方四島はロ
シア連邦のものであると主張しています。それから、北方領土でとれた魚介類のほとんどを日本
へ輸出していることや、日本と同様に北方領土は自分たちの故郷であり、先祖が眠る島であるこ
となどを主張しているでしょう。
　そこで、私は次のようなことを考えました。まず、日本は国外に向けて、北方領土は「日本固
有の領土」であることを主張し続けます。そして、ロシア連邦に北方領土の面積の半分を返還し
てもらいます。それから、北方領土への行き来が誰でも自由にできるようにします。全部の領土
を返してもらうとなると、今住んでいる島民を追い出すことになり、以前のロシア連邦の行動と
同じになっていまい、またロシア連邦が返還を要求するでしょう。また、全てどちらかの国のも
のにしてしまうと、もう一方の国の元島民の人々がお墓参りなどで北方四島に行きにくくなった
り、また別の島を占拠され土地をもらいにきたりするかもしれません。だから私は、面積を半分
にし誰でも自由に行き来ができるようにすれば良いのではないかと考えました。また、この考え
にはもう一つ利点があります。それは水産資源が両国でとれることです。北方四島周辺には世界
三大漁場の一つである北西太平洋漁場があります。だから豊富な水産資源があり、両国とも漁業
が盛んになって良いのではないかと思いました。
　私は社会の授業を通して、北方領土問題について友達や家族と意見を交換して考えることがで
きて良かったと思います。一日でも早くこの問題が解決するためにも、もっと小学生のうちから
北方領土問題について触れ、みんなが解決に向けて考えていく必要があると思いました。
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　北方領土とは、北海道の北東にある択捉島・国後島・色丹島・歯舞群島の四つの島で日本固有
の領土のことです。
　これらの島は水産資源が豊富な土地で沢山の日本人が過ごしていました。しかし、1939 年から
1945 年に起こった第二次世界大戦をきっかけに、北方領土はロシアに不法に占拠されたまま、今
もなお続いています。
　面積はおよそ 5000 ㎢で千葉県や愛知県と同じくらいです。
　私はある一つの考えが思いつきました。それは、ロシア人と日本人の共存です。理由は二つあ
ります。一つ目は、北方領土問題はどのような結果であっても両国民が納得しないからです。四
島が日本に返還されたとしてもその土地に住んでいたロシアの人々はどうなるか考えたことがあ
りますか。答えは、かつて日本人が故郷を追われたとのと同じように、ロシアに帰らなければい
けなくなります。二つ目は、互いに支えあうことでどちらの国にもメリットがあるはずだからです。
まず、日本側のメリットは漁業範囲と貿易の規模の拡大、何よりも北方領土に住んでいた人々が
故郷にやっと帰ることができます。一方、ロシア側のメリットは日本と同じように、貿易の規模
の拡大と日本からの投資や援助も期待できます。
　このように、沢山のメリットを互いに得ることができると私は考えました。共存を実現させる
ためには、一人一人が北方領土問題に関心を持ち、故郷を追われた人々の気持ちを知り、みんな
が声をあげることが大切です。
「塵も積もれば山となる。」
このことわざのように、塵のように小さな一人の願いだとしても全員が解決を願えば山となり、
政府の方々がきっと解決してくださると期待しています。
　解決について淡々と述べてきましたが、簡単なことではありません。ロシアにとっては戦争で
勝ちとったものであっても、日本にとっては平和を突然奪われてしまったも同然の出来事です。
だからこそ、この長い道のりに目を背けず解決するその日まで真剣に向き合い続けることが、日
本にとってもロシアにとっても良い結果に近づく一歩です。共存できるその日を期待しています。
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